
曲 松 遺 跡
ー．、 福岡県八女郡立花町大字北山曲松

立花町文化財調査報告書

第 2集

1 9 8 5 

立花町教育委員会

． 



曲 松 遺 跡

1 9 8 5 

立花町教育委員会



r

1

9

9

1

,

9

1

,

'

,

'

:

I

I

ー

1
,

本町には古い時代の遺跡が多いことは早くから知られていたところであります。

念ながら本格的な学術調査は行われず，遺物も散逸する状況でありましたが，幸いにも，昭和

町当局，地権者の方々のご理解と，ご協力によって大塚古墳の調査を実施すること58年度に，

ができました。そして，町文化財として指定し保存するようにし，調査結果を「大塚古墳—-

第 1集」として報告することができましたことは，誠に喜ばしいこと立花町文化財調査報告

であります。

この大塚古墳の調査が終りました直後，新農業改善事業として北山曲松地区にキウイフルー

ツ団地工事が行われていましたが，その工事中に多数の甕棺が発見され急逮調査することにな

りました。キウイ苗の植え付け期限が迫り工事が急がれている時ではありましたが，

ご理解とご協力により調査できましたことは誠にありがたいことでありました。また，調査に

当っては大塚古墳調査に引き続いて県教育委員会のご指導をうけることができて予定の調査を

完了することができました。

序

しかし，残

ここに感謝の念を込めてこの報告書，第 2集をまとめ，

関係者の

町民の方

々及びその他関係の方々に報告致します。

遠いはるかな古代に，私達の先祖が居住し，とわの眠りについていましたこの曲松の地に，新

しい町づくり・農業の振興を図るキウイフルーツの広大な園地が誕生しましたことは，実に意

義深いものがあります。そして，十分な学術調査が行われ，改めて先祖の霊を慰め，報告書の

発刊ともに遺物の一部を展示することができましたことは，本当にありがたいことであります。

最後になりましたが，直接発掘調査を指導いただきました県教育庁南筑後教育事務所川述昭

人氏・県教育庁文化課及び町内関係者及び工事担当の方々に深甚の感謝を捧げますともに，今

後一層の文化財，遺跡尊重と関心を深めていただくようお願い致す次第であります。

昭和60年 3月30日

立花町教育委貝会

教育長 竹 島 -
T
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調在の経過
言

1. この報告書は，福岡県八女郡立花町大字北山曲松に所在する遺跡の調査報告書である。

2.農業団地造成工事に伴う事前調査として， 立花町が実施し，福岡県教育委員会の指導を得

た。

3.遺物の整理・復元は福岡県教育委員会岩瀬正信氏の指導のもと九州歴史資料館で行った。

写真撮影は遺構を川述昭人，遺物は九州歴史資料館の平島美代子氏が撮った。

遺構の実測は，栗原和彦，川述，池辺元明，伊崎俊秋，佐土原逸男，長谷川清之が行った。

遺物の実測は平田春美，原富子氏にお願いし，若千部分を川述が行った。

遺構，遺物の整図は，豊福弥生，鶴田佳子両氏にお願いした。

4.本書の執筆と編集は川述が担当した。

本 文 H
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調査の経過

位置と環境

調査の内容

1.箱式石棺墓
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昭和58年12月，立花町北山に所在する大塚古墳の発掘調査を実施したが，この際，北山曲松

でキウイ団地の造成工事が年を明けてすぐに実施される事を知った。早速，町担当職員と共に

現地調査を行った所，矢部川に面した丘陵の北側裾部には文化財が所在する事が予想された。

昭和59年 1月中旬に入り，重機を用いた試掘調査を実施し，丘陵西側裾部近くからは弥生時

代後期の住居跡を 1軒検出した。さらに下位の北側裾部からは弥生時代後期の甕棺墓を検出し

た。工事は既に開始されていたため，当該部分のみを凍結して，文化財の所在しない部分につ

いては工事実施を許可した。筑後市瑞王寺古墳の発掘調査の終了間近い 1月26日から甕棺墓群

の調査を開始し，

調査関係者は下記のとおりである。

調査責任者

調査補助員

2月6日までに石棺墓 3基と甕棺基26基の調査を終えた。

立 花 町 教 育 委 員 会

福岡県教育庁管理部文化課

"南筑後教育事務所

”” 
管理部文化課

”
 

教 育 長

社会教育課長

同
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技

係
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長

員

調査第二係長

技術主査

主任技師

師

竹島

松崎

原

西村

霞

今村

野中

坂本

佐藤

栗原

川述

池辺

伊崎

行夫

重治

孝義（前任）

正廣

一成（前任）

高一（文化財担当）

幸作（前任）

英明

邦子

和彦

昭人

元明

俊秋

佐土原逸男

このほか，福岡県文化財保護指導委員の木附光雄氏から調査の指導，助言を項いた。調査終

了間近の休日には桂川町教育委員会の長谷川清之氏より援助を項いた。

厳冬の矢部川から吹き上げる風は冷た＜，また，時間に追われた厳しい状況の中での調査で

あったが県文化課をはじめ，町教委社会教育課，ならびに作業に従事された方々の協力により，

調査を無事終了する事ができた。記して感謝の意を表します。
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1．上の山古墳群 2.鬼熊横穴群 3. 中通横穴群 4.上の山横穴群
5.野広尾遺跡 6.野広尾横穴群 7.稲荷山横穴群 8.曲松遺跡
9.曲松1.2号墳 10.谷中 1、2号墳 11.六所宮 1、2号墳 12.北山

遺跡II 13.上の原遺跡（蠅文） 14.小倉谷遺跡 15.茶臼塚古墳
16.茶臼塚古墳群 17.小倉谷横穴群 18.大塚古墳 19.上の原古墳群

第 l図遺跡位置図 (1/25,000)
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II位置と環境

曲松遺跡は福岡県八女郡立花町大字北山字曲松に所在する。

福岡県遺跡等分布地図（八女市・八女郡編）では，弥生式土器，黒曜石の採集により，弥生

時代の散布地として掲載された周知の遺跡である。

立花町は，八女市の南部を西流する矢部川を北限とし，南は熊本県玉名郡三加和町と山項で

接している。広川町，上陽町，星野村，黒木町とともに 4町 1村からなる八女郡の南西部に位

置し，山間部の占める割合が大である。

遺跡は，釈迦ヶ岳山に源を発した矢部川が，八女平野で星野川と合流して川幅を広め， さら

に辺春川が合流する付近の丘陵部にある。この矢部川に面した丘陵北側部分には多数の遺跡が

所在している。当該地の東北方向 1.5kmの台地には弥生時代のものと思われる箱式石棺墓が発

見された山崎遺跡がある。また南西方向に1.5kmの北山の丘陵には弥生時代の甕棺墓 2基と箱

式石棺墓 2基を検出した北山遺跡IIがある。当該遺跡からは径 8cm程の小型祐製鏡も出土して

いる。古墳時代になると遺跡の数は増加する。北山の丘陵項部には長さ 34.5mの茶臼塚前方後

円墳があり， この古墳は盗掘を受けているらしく，大正末期か昭和初期頃に耳環が出土したと

の事である。河原石の葺石をもち，墳丘からは円筒植輪，須恵器器台片を検出してい、る。茶臼

塚古墳の南西 400mの所には，昭和58年に調査を実施した大塚古墳（註 1)がある。大塚古墳は

径31m, 墳丘の高さ 5.85mの円墳であり，石室は全長11.9mの巨石古墳であり，八女市の童男

山古墳とはほぼ同時期に築造されたものである。

矢部川の北方 4km程には八女丘陵が東西に連らなっており，この丘陵には石人山古墳，岩戸

山古墳をはじめとする著名な前方後円墳が築造されている。さらに，立山山古墳群，真浄寺 2

号墳，童男山古墳等をはじめとする多数の円墳が点在している。これに対し，矢部川の南方の

立花町では前述の茶臼塚前方後円墳 1基をはじめとして，円墳は33基程確認されている。（註 2)

横穴は稲荷山横穴群，山下横穴群，小倉谷横穴群，浦田横穴群等々広範囲に分布している。八

女丘陵では横穴は数少いが，同町では古墳の数よりも横穴の数の方が圧倒的に多い。

註1 「大塚古墳」立花町文化財調査報告書 第 1集 立花町教育委員会 1984

2 杉森彬 「郷土は語る」 5 立花町文化財めぐり 立花町教育委員会 1983 
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調在 の 内 容 34.6m 

遺跡は筑肥山地から派生し，矢部川に突き出した標高64.4mの丘陵北から北西裾部に営まれ

たものであり，標高 42.5m付近からは弥生時代後期前半の住居跡が， また丘陵先端部にあたる

標高36.5m~34.5mの間に甕棺墓，石棺墓はつくられている。なお分布調査の際， 最高所の平

担部から須恵器片を採集し，ヽ石棺らしきものが以前の開墾で検出されたとの事を聞いたため，

重機で試掘したが，遺構は何ら，検出されなかった。また，標高50m程の鞍部で破壊された石

棺の痕跡を検出した。
E
9
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1. 箱式石棺墓

石棺墓は発掘区内で 4基検出されたが，

いわゆる石棺の石材となる扁平石材

を用いたものは 1号石棺だけという

特徴をもっていた。極めて特異な例

＼ 

としては 2号石棺であり，

号石棺を一部破壊して直上に造られ

これは 3

ていた。

1号箱式石棺墓（第2図，図版7)

隅丸長方形を呈する墓壊中央部に

石棺は構築されており，墓壊の規模

は長さ 295cm, 幅約 170cmである。

石棺は内法で， 長さ 170cm, 頭部幅

35cm, 足部幅24cm, 天井までの高さ

25cmである。蓋石は板状の石材 6枚

を横長く架構しており，側板は左．

右各 5枚であり， 床面には若干朱が

みられる。蓋石間は目詰めの粘土を

用いている。主軸はN-79°-Eであ

り，頭位は東向きにとる。

2号箱式石棺墓（第 3図）

墓壊は長方形を呈するものである。

石棺はまさに矢部川から採取してき

たと思われる河原石を用いている。 ゜

このうち 3基は石材に河原石を用いたものであり，

34.5m 

1m 

第 2図 1号石棺墓実測図 (I/30) 

Q
5
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規模は内法で，長さ 150cm, 頭部幅40cm, 足部幅26cmを測るが，頭部の両側壁 1個ずつと小口部

の石材を欠失している。床面には10~15cmの河原石で敷石している。床面からの高さは15~30cm

で，

E

C．ま
C

| 

| 

,------------------------------------
／ 

‘‘‘---------------------------------

゜

2
 

1m 

3
 

山c•ヤC

第 3図 2、

壁の高さは一様でなく，どういった天井部になるのか疑問である。主軸はs-66°-wであ

り，北側に頭位をとると思われる。なお，

3号石棺墓実測図 (I/30) 

2号石棺構築の際に 3号石棺の石材を左，右壁から

- 4 - -5-



2個ずつ抜き取って，直上部に石棺を構築している。

3号箱式石棺墓（第 3図）

2号石棺墓構築の際に両側壁とも各 2個ずつ石材を抜き取られている。石棺は内法で，長さ

157cm, 足部幅28cmである。床面からの高さは20cmと低い。主軸はS-86.5° -Eであり，頭位

は西向きにとるものと思われる。

4号箱式石棺墓

1 ~ 3号石棺とは離れた場所に位置する。石棺の規模は，長さ約 200cm, 幅35cm程のもので

ある。床面には朱の散布が見られた。

石棺からの出土遺物はなく，また，甕棺墓との切り合い関係も見られないため時期の決定は

困難であるが，甕棺墓との切り合いがない点から逆に，甕棺墓とは接近した時期に築造された

ものと思う。なお， S2はS 3を切って造られているため，無論これよりは後出するものであ

る。河原石を用いた 2~4号石棺墓の蓋は木蓋を架構した可能性が大である。

2.甕棺墓・甕棺

甕棺墓は12mX 25mの限られた狭い範囲から 26基検出された。発掘調査の開始直後は弥生時

代後期の甕棺墓であるため，あまり集中する事はなく，多くても10数基程度であろうと考えて

いたが，結果は 2倍以上となった。

甕棺墓は大形棺25基，小形棺 1基の構成である。大形棺の規模は小さいのは器高65cm, 大き

いものは器高 120cm程であるが，大半は80~90cm大のものである。

人骨の遺存状態は良くなく，人骨が検出された甕棺墓はK12とK23の2基だけである。 （以

下Kは甕棺墓の略号として用いる）墓標もしくは墓域を示すものとして， 20~30cm大の河原石

を用いたもの (K2, 20), 墓城上面に角礫を多数置いたもの (K13, 21) があった。墓城の

規模の計測数値では，大半の下甕は横穴を穿って挿入されたものであろうが，上面の土が甕棺

の破砕とともに落ち込んでいるものがあるため，いくつかの数値は埋葬当初よりは長くなって

いる。幅についてはあまり変動はないものと思われる。

甕 棺

K 1 —上 口縁部は打ち欠き，底部は欠損している。刻み目の入った 1条のコ字凸帯がつく。

内外面とも刷毛目調整するが，器表は磨滅ぎみである。黄褐色を呈し，焼成良好。

K 1 —下 口縁部を打ち欠いている。コ字凸帯には刻み目が入る。胴部外面は叩きの後，刷

毛目調整する。底外面は磨滅のため調整法不明。内面は刷毛目が入る。黄褐色，焼成良好。
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甕棺墓一覧表

番号 I時期 方位
墓城の規模合せ口の方法棺の規模

傾斜角I長さ(cm)1幅（cm)1単棺1呑口 1覆蓋1接合1大形1小形
備 考

K 1 I KVe I N-12°-W 132. 5° I 125 

2 I KVf I N-65°-E 129 I 137 

5 I KVf I N-73'-E 134 

6 I KVd I N-61'-W 124 

7 I KVd I N-89°-W 133. 5 I ll8 

8 I KVf I N-5.5°-W 119. 5 

9 I KVf I N-80'-W 118 

10 I KVe I N-16°-W 122 

11 I KVf I N-62.5'-W 126 

12 I KVd I N-58.5°-W 134 

13 I KVf I N-71°-W 129 

14 I KVc I N-62°-W 120 

15 I KVb I N-67"-W I I 64+a 

16 I KVb I N-14°-W 137 

17 I KVe I N-88°-W 

18 I KVf I N-65"-W l28 

19 I KVf I N-78"-W l36 

20 I KVf I N-72"-W 127 

21 I KVf I N-12"-W 121 

22 I KVc I N-75"-W l27 

23 I KVf I N-56"-W 122 

114 

97 

6

3

2

8

8

7

 

1

5

5

7

9

9

 

l

l

 

130 

7

0

0

0

5

3

 

9

8

6

0

6

8

 

1

1

 

24 I KVe I N-10°-E 115. 5 I 155 

100 

90 

3 I KVe I N-13°-W 135 I 60 I 69 石蓋

4 I KVe I N-35°-W 131 i 130+a I 110 石蓋

68 

65 

120 I石蓋

80 

70 

52 

88 I石蓋

80 

10o+a 

26 I KVe I N-66°-W 126. 5 I 105 I 95 

゜44 
95 石蓋

103 

82 

135 石蓋

82 石蓋

50 

石蓋

25 I KVe I N-88'-W 125 I 130士 I 13o+a I石蓋

゜

゜

゜

0

0

 

0

0

 
0
 

0

0

 

゜

゜

゜

0

0

 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
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上・下甕とも口縁打欠き。

目詰め粘土使用

上甕は口縁打ち欠き。

目詰め粘土使用。

目詰め粘土使用。

棺内に朱がみられる。

上・下甕とも口縁打ち欠き。

上・下甕とも口緑打ち欠き。

墓壊は 2段掘り。

目詰め粘土使用。

上甕は口縁打ち欠き。

上甕は口縁打ち欠き。

目詰め粘土使用。。

OI上・直とも口緑打ち欠き。

目詰め粘土使用。

目詰め粘土使用。

上甕は鉢使用。人骨遺存。

目詰め粘土使用。

K-11に切られる。

墓標に礫石を用いる。

目詰め粘土使用

遺存状態が悪い。

上甕は口緑打ち欠き。

目詰め粘土使用。

上甕は口縁打ち欠き。

目詰め枯土使用。

目詰め枯土使用。

目詰め粘土使用。

棺内に朱がみられる。

目詰め粘土使用。

上甕は鉢使用。目詰め粘土使用。

目詰め粘土使用。

上甕は口緑打ち欠き。

目詰め粘土使用。
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K3 く字口縁であり，口唇部に刻目が入る。頸基部に三角凸帯がつき，横ナデする。胴部

外面は叩きを施し，内面は縦，斜め，横方向の刷毛目が入る。胴中位に黒斑あり。黄褐色。

K4 く字口縁の口唇部に刻み目が入り，頸基部と胴部のコ字凸帯にも刻み目を配するが，

胴部の突帯の文様は斜格子の刻み目であり，当遺跡の出土品中では唯一の文様である。口頸部

内面は横方向刷毛目が，胴部外面は斜行の刷毛目，内面は丁寧な刷毛目調整である。口縁部と

胴中位から下位に黒斑が入る。黄橙色を呈し，焼成良好。胎土は 1~5  mm大の砂粒が入る。

K5下 口縁部打ち欠きである。胴部中ほどよりやや上位に 2条のコ字凸帯が入り，上面の

み，刻み目を施す。胴部外面は粗い刷毛目が入り，内面は幅 4mm程度の斜行する刷毛目が入る。

下半部分には黒斑が入る。黄褐色を呈しており，焼成は良好。胎土には大粒の砂粒を含む。

K 6下 口縁部打ち欠きである。胴部中位に 2条の丈の高いコ字凸帯が入り，この部分に刻

み目を施す。胴部内外面は目の粗い斜行する刷毛目が入る。胴中位に黒斑あり。黄褐色。

K7 く字口縁の口唇部に刻み目が入る。頸基部には三角凸帯が入り，胴部中ほどより下位

にコ字凸帯を配し，刻み目を施す。胴中位には対称の位置に黒斑が入る。胴外面は叩きの上か

ら目の細い刷毛目が入り，内面は刷毛目調整する。黄褐色を呈し，焼成は良好。砂粒多し。

K 8 —上 口縁部打ち欠きである。胴部にコ字凸帯が入る。内外面とも刷毛目調整であるが

器表は磨滅している。淡茶色，焼成良好。

K 8 —下 ＜字口縁であり，口唇部平担面に刻み目が入る。頸基部に三角凸帯を配し，刻み

目を施す。胴部中ほどよりやや下位にコ字凸帯が付き刻み目を入れる。内外面とも刷毛目調整，

口縁部内面は横方向刷毛目。淡茶色を呈す。

K9 —上 口縁部を打ち欠いている。胴部の凸帯はない。胴部外上面に刷毛目を残すが下面

は磨滅して不明。内面も磨滅ぎみであるが刷毛目が部分的に残る。黒斑がみられる。黄褐色。

K9ー下 ＜字口縁の口唇部に刻み目が入る。頸基部に三角凸帯，胴部中ほどより下位にコ

字凸帯が付き，刻み目が入る。胴部外面は叩きの後，刷毛目調整。内面は刷毛目調整である。

口縁部内面は横方向の刷毛目が入る。胴部に 2ヵ所黒斑がみられる。淡茶色である。

K 10ー上 胴上半部を打ち欠いている。内外面とも刷毛目調整しているが，外面は磨滅して

いる。黄茶色を呈し，焼成は良好。胎土に砂粒を多く含む。外面に黒斑がみられる。

K 10 —下 口縁部を打ち欠いている。頸基部に三角凸帯をつけているが，胴部の凸帯はない。

胴部外面は刷毛且内面は刷毛目の上を部分的にナデている。黒斑がみられる。淡黄褐色。

Kll く字口縁の口唇部には刻み目が入り，器壁は厚い。頸基部にはコ字凸帯がつき，刻み

目が入る。胴部中ほどより下位にコ字凸帯がつき，刻み目を施す。胴部外面は叩きの後，刷毛

目を施すが一部では叩きのままである。胴部内面は 2種類の器具による刷毛目が入る。茶褐色。

K 13 —上 胴部半部を打ち欠いている。胴部には叩き調整後， 2条のコ字凸帯を付している。

凸帯の刻み目は 2条分を一緒に施行する。凸帯下は縦方向の刷毛且内面は丁寧な斜行する刷

--20-

毛目調整である。凸帯付近に黒斑あり。黄褐色であり，焼成良好。胎土に大粒の砂粒含む。

K 13 —下 ＜字口縁の口唇部上・下端部に刻み目が入る。頸基部に刻み目を配したコ字凸帯

が付く。長胴の胴部中ほどより下位にコ字凸帯が付き，刻み目が入る。胴外面は叩きの後，縦

方向を主とした刷毛目が入り，内面は斜行する刷毛目が入る。胴上部に黒斑あり。黄褐色。

K 14 く字口縁の口唇部は平担であり，下方へやや突き出す。頸基部に三角凸帯が，胴部中

ほどにコ字凸帯を付け，刻み目を入れる。胴部内外面は刷毛目調整。底部はほぼ平担である。

K 15 上半部を欠損する。胴部にコ字凸帯が付き，刻み目が入る。胴部内外面は刷毛目調整

である。底部は平担である。黄褐色を呈し，焼成良好。胎土に 1~3 mm大の砂粒を含む。

K 16 大形品である。＜字口縁の口唇部平担面に刻み目を入れる。頸基部に三角凸帯が付き，

胴部中ほどに 2条のコ字凸帯がつくが，刻み目は上方部分のみに入る。外底部と，胴部下面に

叩きが残る。他は内外面とも刷毛目調整である。内底部はナデ。黄褐色，焼成良好。

K 17 上半部分を欠損している。胴部にはコ字凸帯が付き，刻み目を施している。胴部内外

面は刷毛目調整である。黄褐色を呈し，焼成良好。胎土に 1~3 mm大の砂粒を含む。

K 18 —上 口縁打ち欠きである。胴部中ほどより下位にコ字凸帯が付く。刻み目が入る。胴

部外面は叩きの後，刷毛目を施す。内底部は縦，中位以上は斜行する刷毛目調整。黄褐色。

K 18 —下 ＜字口縁の口唇部平担面に刻み目が入る。頸基部にコ字凸帯がつく。胴部下位に

コ字凸帯がつき，刻み目を入れる。胴部外面は叩き調整後，縦方向を主とした刷毛目が入る。

口縁部内面は横方向の刷毛目，胴部は斜行する刷毛目が入る。茶褐色を呈し，焼成良好。

K 19ー上 胴上半部分を打ち欠いている。胴部にコ字凸帯を付け，刻み目を施している。胴

部外面は叩き調整後に刷毛目，内面は刷毛目調整である。黒斑がみられる。黄褐色。

K 19ー下 ＜字口縁の口唇部平担面に刻み目を施す。頸基部に三角凸帯が付き，胴部の下位

にコ字凸帯を貼付し，刻み目を入れる。胴部外面は叩き調整後に刷毛目を施しており，凸帯下

は叩きが残る。内面は丁寧な刷毛目調整である。茶褐色を呈し，焼成は良好である。

K20 く字口縁の口唇部平担面は広く，刻み目を施している。頸基部にはコ字凸帯を付け，

刻み目を入れる。胴部下位には 2条のコ字凸帯を付け，両凸帯に刻み目を入れる。胴部外面は

叩き調整後，刷毛目を入れ，底部は叩きのままである。内面は全面に刷毛目が入る。茶褐色。

K21 く字口縁の口唇部はやや立ち気味につくられており，この部分に刻み目が入る。頸基

部に三角凸帯，胴部中ほどよりやや下位にコ字凸帯が付き，それぞれ刻み目を入れる。胴部外

面は刷毛目調整し，内面は上半分はやや目の細い刷毛目，下面は目の粗い刷毛目調整である。・

胴部外面は黒斑がみられる。黄褐色を呈し，焼成は良好である。胎土に大粒の砂粒を含む。

K22 —上 ＜字口縁の口唇部を凹ませる。頸基部に丈の低い三角凸帯が入る。胴部内外面と

も刷毛目調整である。胴中・下位に黒斑がみられる。黄褐色を呈し，焼成良好である。

K22 —下 ＜字口縁の口唇部に刻み目を入れる。頸基部に三角凸帯が入り，胴部下位には，

-21一，
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丈の長いコ字凸帯が付き，刻み目が入る。胴部内

外面とも目の粗い刷毛目が入る。淡茶色を呈し，

焼成は良好である。胎土には砂粒を多く含む。胴

部2ヵ所に黒斑がみられる。

K23 —上 鉢形土器を上甕としている。口縁部

を外反させ，口唇部は平担である。外面は叩き調

整後に刷毛目を入れ，内面は刷毛目調整である。

黄褐色を呈し，焼成は良好。黒斑あり。

K23ー下 大形品であり，全体に厚手造りであ

る。＜字口縁の口縁端部はやや上方へはね上げて

いる。頸基部にコ字凸帯を付け，刻み目を入れる。

胴部中ほどからわずかに上る位置に，厚手のコ字

凸帯を付け，刻み目を入れる。胴部内外面とも刷

毛目調整である。底部内面はナデ調整。茶褐色を

呈し，焼成良好。砂粒多し。

K24 く字口縁の口唇部平担面に刻み目が入る。

頸基部には三角凸帯を貼付し，胴部下位にはコ字

凸帯が付き，刻み目を施す。胴部外面は刷毛調調

整し，底部はナデ調整。内面の口縁部は横方向の

刷毛目，胴部は上半部には細い，下半部には粗い

刷毛目調整。淡茶色で黒斑が入る。

゜

20 

9., 

K25 器壁の厚いく字口縁であり，頸基部には

三角凸帯が付く。胴部の下位にはコ字凸帯が付き，刻み目を入れている。胴部外上位は叩き調

整後，刷毛目。下位は磨滅して不明。内面は刷毛目調整であり，内底部のみナデ調整。胴部に

2ヵ所黒斑が入る。茶褐色，焼成良好。

K26 —上 胴上半部を打ち欠いている。胴部にコ字凸帯を付け，刻み目を入れる。凸帯直下

部分は細かい斜行の刷毛目が入り，他は内外面とも粗い刷毛目が入る。黄橙色。黒斑が入る。

K26 —下 肥厚した＜字口縁部の口唇部平担面に刻み目が入る。頸基部に三角凸帯を付し，

胴部下位にはコ字凸帯を付け，刻み目を入れる。内外面とも刷毛目調整。明茶色。黒斑が入る。

第23図 10号甕棺実測図 (I/6) 
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3.住居跡（第24図）

甕棺墓出土地点からは80~90m程南で，丘陵西斜面の標高42.5mの地点で検出された。当該

地は若干の平担面を持った場所である。住居跡の平面形は方形を呈しており，南北長 5.3m,

東西長 4.9mを測るものである。住居跡の床面は南北方向は平担であるが，東西方向では西側

ヘ若干傾斜している。壁の深さは20~40cmである。 主柱穴は 4個であり，柱穴間の心心距離

は，P.1~P.2は1.5m, P. 3~P. 4は1.82m, P. 1~P. 3は1.8mを測る。柱穴は径18

~22cm,深さ 10~13cmである。中央部は炉跡と思われるピットがあり，焼土が見られた。また，

住居跡の南半部分に20~35cm大の河原石が10数個床面から検出されたが，作業台に用いたもの

と思われる。東北隅部分には，床面より 7~9 cm程高いベット状遺構がみられる。主軸は
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S -68° -Eであり，床面積は約26m2を測る。

出土遺物

土 器（第25図，図版14)

壺（ 1)袋状口縁の壺の口頸部分である。口縁端部内面は平担面を有する。口径23cmである。
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器表の内外面は剥落により調整方法は不明である。黄褐色を呈し，焼成は良好。砂粒多し。

甕 (2~6) 2はくの字状口縁を呈し，内面の稜は鋭い。口唇部は平担面をなすものである。

外面は刷毛目調整である。口径17.2cm。茶褐色を呈している。 3は完形品である。くの字状口

縁を呈するが 2に比し，外傾度が強い。内面には稜が入る。内面の全面と，胴部外面に刷毛目

が入るが，外面の器表の剥落により刷毛目は部分的にしか遺存しない。底部外面はナデ調整。

口径18.9cm, 器高20.9cmである。底部は若干丸味をもつ。黄褐色を呈し，焼成は良好である。

胎土には微砂粒を多く含む。 4は口頸部を欠損している。球形状の胴部に丸底気味の底部であ

る。器表は剥落しているため調整方法は不明である。胴部径15.1cmである。淡茶色を呈してい

る。 5は短く外反する口縁はくの字状を呈し，内面は稜が入る。口径12.1cm。器表は剥落して

いるため調整法は不明である。

高杯（ 7) 高杯の杯部である。口縁部はわずかに内傾しており，内傾斜面との境には鋭く稜

線が入る。口径27cmである。杯部内面は刷毛目調整後にナデを施しているが，外面は器表が磨

滅していて不明。淡黄褐色を呈している。

鉢 (8~10) 8, 9は大きさが異なるが全体の形は似ている。いずれも口縁部は丸くつくら

れ，底部は丸底気味である。底部と体部の境はいずれもくぼませてつくられている。 8は口径

11.1cm, 器高 6.6cmである。器表は荒れているため調整法が見わけにくいが，ナデ調整のよう

でもある。 9は口径14.2cm,器高 9.3cmである。外面は全面に目の粗い刷毛目が入り，底部付

近は叩き痕が見られる。内上半部は刷毛目，以下はナデである。ともに淡茶褐色を呈する。 10

はあげ底気味の底部をもつものである。外面は部分的に刷毛目が見られるが，内外面ともに器

表が磨滅している。口径15.1cm, 器高 6cmである。黄褐色を呈している。

器台（12)上位にくびれ部を有するものである。外面は体部中ほどに，内面は口縁部と裾部

にのみ刷毛目を残すが他は器表の磨滅により失なわれている。口径13.1cm, 脚裾径 7.3cm, 器

高19.2cmである。淡茶褐色を呈しており，焼成は良好である。胎土には微砂粒を多く含む。

11は高杯と思われる。口径29.1cmである。器表が磨滅しているため調整法は不明である。黄

褐色を呈する。胎土には小砂粒を多く含んでいる。

住居跡出土の土器は弥生時代後期前半代に比定されるものである。
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調査により弥生後期後半から終末までの甕棺墓26基と，これとはほぼ同時期のものと思われ

る箱式石棺墓4基が検出された。北九州で隆盛をみた甕棺墓は前期末に始り，後期前半頃で一

応の終焉をみるが，その後は北九州各地で散発的に行なわれている。今回，発掘調査を行った

八女郡立花町所在曲松遺跡は福岡県の南部に位置しており，甕棺墓制の中心地からやや離れて

いる。各地で発見されるこの時期の甕棺墓は一カ所から多数検出された例は少なく，今回の様に

26基が検出された例はこの時期のものとしては最初の事であり，この事は裏を返せば甕棺墓葬

制への憧憬的な傾向とも受け取れる。

1. 主軸方位について

頭位の向きは別として主軸を検討すると，南～北方向に主軸をとるものはK1 • 3 • 4 • 10・ 

12 • 15 • 16 • 21 • 24の9基である。東～西方向に主軸をとるものはK5 • 6 • 7 • 9 • 9 • 13 

14 • 17 • 18 • 19 • 20 • 22 • 23 • 25 • 26の15基である。これとは異なった方位をとるものはK2・

12の2基である。箱式石棺墓のうち S2 (S 3を切って造られており，後出するものである）

は南～北に， S1 • 3 • 4は東～西向きである。従って主軸方位は大きくは 2群に分けられる。

頭位については単棺の場合蓋石の方向を頭と考え，合せ甕の場合は上甕の方を頭位と考える

と，主軸が南～北向のものは北向きにとり，東～西向きのものは西向きにとるものが多いが，

K 7 • 13 • 18 • 19は正反対の東向きにとる。

従って，頭位は南西～南～南東の間の90°の範囲を除く 270゚ の間にすべておさまる。

2.甕棺埋葬の方法について

甕棺を埋置するに際しては，まづ長方形もしくは方形の竪横を掘る，さらに竪塘底面の一方

に，合わせ甕棺の場合は下甕が，単棺の場合は甕棺がそっくり入ってしまう程の横穴を掘る場

合と，口縁部周辺を除く胴部が入るだけの横穴を掘って棺を挿入する。甕棺は角度をもって埋

置されているため，遺骸は足部から入れられ，合わせの場合は上甕として甕又は鉢を用いて蓋

をしている。上甕に鉢形土器を用いる場合は完全な形のままを，甕形土器を用いる場合はすべて，

口緑部もしくは胴上半部を打ち欠いて蓋としている。下甕についても，口縁部を打ち欠いて用

いるものもある。単棺はすべて，河原石 1個，もしくは板状石材 1枚で蓋をしている。河原石

を用いる場合は甕の口径に見あう石を選んで，口縁部にはめたもの (Kl1・24)と，口径よりや

や大きな石で口縁部を覆ったもの (K3) とがみられいずれも粘土で目詰めしている。板状石

材で蓋石をする場合は，いずれも口径よりも長大なものを用いており，蓋石の小口が墓城底面

に接しない場合は，蓋石の沈下を防ぐために蓋石小口が接する部分に敷石し，この上に蓋石を
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立て掛けている (K4 • 16 • 20 • 21)。このように蓋石の沈下もしくは転倒を防ぐ配慮をしてい

ながらもK20は，何らかの理由で蓋石が倒れ，この時に墓壊上面にあった標石と思われる河原

石が4個落ち込んでいる。

棺の規模については小形棺と大形棺がみられるが小形棺は 1基だけ (K10)である。 K10は

合わせ甕であるが，上下棺で構成する空間部は長さ54cmと短く，また下甕の最小幅部である頸

部内径は22cm,胴部最大内径は29cmと狭小であり，普通の状態ではいわゆる小児は納める事がで

きず，乳幼児を納める事は可能であろう。

大型棺は器高65mm以上から115.8cmまであり，更に大きさだけから言えば大・中に 2分される

が，乳幼児以外の子供から成人までを納める目的としては同じであるため，大形棺，小形棺と

いう 2種類の分け方をした。

甕棺の傾斜角度は15.5° (K 24)~36 °(K 19)まで見られる。内訳は15.5°~20° まで4基， 21°

~30゚ まで12基， 31°~36°まで8基であり，25°以上は過半数の16基を数え，傾斜角度は大きい。

3.標石について

遺構上面は削平されているため，標石の有無についてはすべての甕棺墓で確認されたわけで

はなく，埋葬時の状態は復元できないが， 5基の甕棺墓で墓標に使用されたと思われる標石を

検出した。

標石を検出した甕棺墓はK2 • 13 • 14 • 20 • 21である。 K2は長さ25cmの大の河原石 4個を

標石としており墓壊内へ落ち込んでいた。 K13は10~15cm大の礫を墓渡上面に一辺80cm程で方

形状に置いている。K20は図示していないが墓壊上面には拳大の川原石を方形状に敷き詰めてお

り，また30~40cm大で標石の一部と思われる川原石が4個落ち込んでいた。 K21は5~15cm大

の川原石を墓壊上面に台形状に並べていた。この他にも若干の甕棺墓の上面には標石があった

が，調査の最初のうちは気づかずに取り除いたものもあり，標石をもつ例は 4基よりも多かっ

た事は確かである。

このように標石としては大き目の川原石を 1個から数個使用する場合と，礫を方形，台形状

に敷き詰める方法の二通りがある事が分かった。

4.曲松遺跡出土甕棺の編年について

甕棺の編年に対する研究は先学諸氏により，論求され大成しているため，今さら編年観を取

り上げるのもおかしな気がするが，ここでは，福岡県南部という地理的位置における甕棺の地

域色をもった編年について若千述べてみたい。

当該遺跡からは弥生時代後期後半から終末までの好資料が得られた。ここでは，橋口達也氏

（註1)の提唱された編年観に対応させて型式分類を行ない，各型式の形態的特徴についてふれ

てみることにする。氏は甕棺の形式を K I~KV式の 5期に大別し， KI式を前期， KII式
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を中期前半， km式を中期後半， k W式を後期後半， KV式を後期後半以後とした。さらに I

式～N式については， a~cに3細分し， V式についてはa~fに 6型式に細分された。

当該遺跡出土甕棺は，後期後半以後のK V式に相当し，このうちKVb式からKVf式まで

みられる。筑後地区という地域色のため，形態的には若干の違いがあり，特に口縁部は全体的

に短かく造られている傾向が強く，当該遺跡の特徴かと思われる。

KVb式の甕棺（第26図 1)

曲松遺跡ではK16のみの 1例である。この甕棺は大形品であり，口径59.2cm，器高115.8cmを

測る。口縁部はく字口縁を呈し，口唇部は平担ながらもやや丸味を帯びており，刻み目を入れ

る。端部は下方へ突き出している。頸基部には三角凸帯を貼付する。胴部のほぼ中央部に 2条

のコ字凸帯を貼付し，上方の凸帯にのみ刻み目が入る。胴部のふくらみはc~f型式に比して最

も大きいが，中ほどから底部にかけては急激にすぼまって行く。底部は平坦であり，底径 9.8

cmを測る。底部より 4mm上方にくびれの稜を残す。口縁部内面の稜は甘い。外底部と，胴部下

面に叩きが残る。その他の部分は刷毛目調整しており，底部の内外面はナデ調整である。黄褐

色を呈しており，焼成は良好である。

KVc式の甕棺（第26図2)

＜字口縁の口唇部は平坦であり，刻み目を入れる。頸基部には三角凸帯を貼付しており，口

縁部内面の境は鋭く稜が入る。長胴の胴部中ほどにコ字凸帯を貼付し，刻み目を入れる。底径

10.8cmの平坦な底部である。口縁部内面は横方向の刷毛目調整し，胴部内外面は斜行する刷毛

目を施す。底部外面はナデ調整。 K14は口径41.6cm, 器高93cmである。

KVd式の甕棺（第26図3)

＜字口縁であり，口唇部は平坦で刻み目を入れる。頸基部には三角凸帯を貼付し，刻み目を

施す。胴部中ほどより若干下った位置にコ字凸帯を貼付し，刻み目を入れる。底部はやや丸底

気味となり，底面より 6~7mmの位置にくびれがつき，甘い稜がつく。底径は10.3cmである。

口縁部内面は横方向の粗い刷毛目が入る。胴部外面は叩き調整後，刷毛目を施す。胴部内面は

刷毛目調整である。 K7は口径37.8cm,器高74.6cmである。黄褐色を呈し，焼成は良好。

KVe式の甕棺（第26図4)

＜字口縁であり，口唇部は平坦である。頸基部に三角凸帯を貼付しており，口縁部内面の境

は鋭く稜がつく。長胴の胴部中ほどより下位にコ字凸帯を貼付し，刻み目を入れる。底部は丸

底となり， dと異なって，底部のくびれは消失している。底径11.2cmを測る。胴部外面は刷毛

目調整し，底部はナデである。内面の口縁部は横方向の刷毛目，胴部は斜行する刷毛目調整で

ある。 K24は口径36.4cm, 器高81cmである。淡茶色を呈し，焼成は良好である。

KVf式の甕棺（第26図 5)

＜字口縁であり，口唇部は平坦につくられ，刻み目が入る。頸基部には三角帯を貼付する。
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50cm 

第26図 曲松遺跡出土甕棺編年図 (1/12)
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長胴の胴部中ほどよりかなり下位にコ字凸帯を貼付し，刻み目を入れる。凸帯の位置はかなり

下位の移行する傾向が強い。底部はとがり気味の丸底となる。口縁部内面の稜は鋭い。胴部外

面は叩き調整後に刷毛目を施しており，突帯下は叩きをそのまま残す。内面は丁寧な刷毛目調

整である。 K19は口径54cm, 器高98.8cmである。茶褐色を呈しており，焼成は良好である。

註 1 橋口達也「九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告XXXI集」

福岡県教育委員会 1979 
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